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田中 健一の
ON と OFF

学生時代から教員時代までの ON と、
昨年夏の家族との OFF を紹介します。

大学院生の頃は研究室に夜遅く
まで残って研究を進めることが
よくありました。当時は夜の方
が断然研究が進んだように記憶
しています。さすがに大学教員
になってからは、朝型の生活を
していますが、いまでも研究の
新しいアイデアは夜に浮かぶこ
とが多いように思います。

学生の頃、研究室から見た風景です。写
真は晴れた日に内陸方向を撮ったもので
すが、遠くに富士山が見えます。研究室
は南向きで横浜方面にはランドマークタ
ワーなども見えました。よく研究の息抜
きに、甘いものを食べながら窓の外の景
色をボーッと眺めていたものです。なお、
現在の私の研究室は北向きで、東京の都
心部が一望できます。

初めて英語で研究発表を行った 2003 年の写真です。発
表の準備は自分のペースでできますが、どのような質問
が来るかは蓋を開けてみなければ分からないので、発表
が終わっても気が抜けません。いまでは英語での発表は
普通のことですが、このときは自分の発表が始まるまで、
かなり緊張したことをはっきり覚えています。

2012 年に日本オペレーションズ・リサーチ学会から論
文賞をいただいたときの表彰式での写真です。運の良
いことに、表彰状を渡して下さったのは、当時OR学会
の会長で、私の恩師の栗田治先生の大学・大学院時代
の指導教官である腰塚武志先生です。受賞論文のテー
マは本誌で紹介された内容です。その後の研究の基礎
となる成果を評価され、大変励みになる受賞でした。

長野県の蓼科に行ったときの写真です。左の
写真は昼間に息子と虫網を持って雑木林を散
策したときのものです。下の写真で息子の手
を歩いているのは、ゴマダラカミキリという
カミキリムシです。これは低地でも普通に見
かける種類ですが、黒地に白い斑点がある、
とても美しい種です。カミキリムシは非常

に種類が多く個性豊
かでカッコイイも
のがたくさんいま
す。矢上キャンパス
周辺には緑が多く、
これまで数種類のカ
ミキリムシを見かけ
ました。

長野県の黒姫高原
に行ったときの写
真です。息子は網の
中のバッタを確認
しているようです。
夜はクワガタを探
しに行き、スジクワ
ガタやミヤマクワ
ガタなど都心では
あまり見られない
種類のクワガタを
採集することができました。スジクワガタはコ
クワガタとよく似ていますが、大アゴの形に大
きな特徴がある、とても美しい種です。1年以
上経ったいまもわが家で元気に過ごしています。

研究室の第一期生のうち 5名と一緒に撮った写真です。研究室運営 1年目というこ
ともあり、試行錯誤の 1年でした。後から振り返って思い出に残る 1年になるでしょ
う。私の研究室でORを学んだ学生が、社会の様々な分野で活躍してくれることを楽
しみにしています。
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